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はじめに
マ ル ハ ナ バ チ 媒 植 物 の レ ブ ン ア ツ モ リ ソ ウ

Cypripedium macranthos Sw. var. rebunense 
(Kudô) Miyabe & Kudô（ラン科）は，他の同属種
と同じく，唇弁（labellum， lip）が袋状になった
立体的な花を咲かせる．花を訪れたマルハナバチ
は唇弁・上面にある入口穴から中に入り一時的に
捕捉されるが，やがて唇弁・付け根の出口穴から
花外へと抜け出してくる．この間にハチの胸背が
柱頭や葯と接触し，花粉が媒介される（Sugiura et 
al., 2001；杉浦 , 2016）．そのため，食害等によっ
て唇弁が破損しその捕捉機能が失われると，花は
繁殖器官としての役目を果たせなくなる（杉浦，
2016；cf. Sugiura & Yumiyama, 2016）．

レブンアツモリソウは礼文島固有の変種で，そ
の希少性に加え園芸的な価値も高いことから，過
去に大規模な盗掘を受けた歴史を有する．『環境省
レッドリスト 2015』(http://www.env.go.jp/press/
files/jp/28075.pdf) では「絶滅危惧 IB 類」に区分
されている．現在，レブンアツモリソウ保護増殖分
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科会（環境省）が毎年開催され，自生地での保全管
理をめざした各種の取り組みが進行中である．筆者
もレブンアツモリソウの繁殖生態を究明するため，
1999 年から 15 年間にわたって毎年，礼文島で調
査を続けてきた（杉浦 , 2016）．本報では，その調
査時に目撃したレブンアツモリソウの花に対するハ
シブトガラス Corvus macrorhynchos の不可解な
行動について述べる．

観察結果
2012 年 6 月 2 日，レブンアツモリソウ監視員の

小沢国夫氏より「ゴロタノ浜（礼文町船泊村鉄府）
に面した保護区に，昨日カラスによって唇弁を破か
れたレブンアツモリソウがある」との情報を教えて
頂いた．そこで被害花を確認しに訪れてみたとこ
ろ，レブンアツモリソウ株前の地面に降り立った 1
羽を含むハシブトガラスの群れ（3 羽，あるいは 4
羽？）に遭遇した．観察しようとさらに接近したと
ころ，株前の個体が嘴で花をくわえて飛び上がり，
保護区域を囲む木杭の上に止まった（図 1）．少な
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くともその後の数分間は花をくわえたまま静止を続
け，花を食べてしまうことはなかった．

カラスが摘花した地点のレブンアツモリソウの株
パッチを確認したところ，残存した 7 花のうちの 1
花で唇弁が破壊されていた．また前日に被害にあっ
た株パッチも確認したところ，6 花のうちの 2 花で
唇弁が破壊されていた（図 2）．損傷の大きさから
みて，どの被害花も繁殖器官としてもはや機能しな
いと考えられた．

考察
Sugiura et al. （2001）はレブンアツモリソウの

花にダメージを与える候補のひとつとしてカラス類
を挙げていたが，今回の観察から「ハシブトガラス
がレブンアツモリソウの有性繁殖の機会を奪うこと

もある」ことが実際に明らかとなった．このような
絶滅危惧植物に対する非訪花性鳥類の受粉妨害はほ
とんど報告例がないと思われる．

なぜハシブトガラスがレブンアツモリソウの花を
摘みとったり，唇弁を壊す行動をとったのか，いろ
いろな解釈（理由）があり得るが，個人的には今回
観察された花の破壊行動には明らかな目的はなかっ
たと考えたい．黒沢・樋口（2010）によると，鳥
類では特にカラス科とオウム目において遊びとみら
れる行動の観察例が多いという．ここでいう遊びと
は，自然下でみられる，生活するうえで必要とは認
められない，明確な機能も有しない自発的な行動の
ことを指し，カラスの場合，「風にのって遊ぶ」「雪
面を滑って遊ぶ」「空中から物を落とし，キャッチ
して遊ぶ」といった具体例が挙げられている．ハシ
ブトガラスでは「物をむしりとる」という破壊行動
が遊びとしてよく観察されるともいう．礼文島で
は，以前からユリやチューリップの花をちぎりとる
行動が目撃されており（杣田美野里， 2012 年 6 月
6 日私信），今回はそういった花を用いた遊びがレ
ブンアツモリソウを対象に行われたと推察される． 

観察事例が増えれば，その行動の背景にあるカラ
スの「気持ち」も少しは理解できるようになると期
待される．レブンアツモリソウに限らず花に対して
カラス類がしめす行動について，さらなる観察知見
の蓄積が望まれる．
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図 1．レブンアツモリソウの花をくわえ木杭に止まったハシブ
トガラス．

図2．ハシブトガラスに唇弁を壊されたレブンアツモリソウ（左
から 2 番目の花とその右斜め下の花）．
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